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 約 1年間ブランクが出来てしまいました。前回もなりゆきを読んでみ

ると、天国について書いたので今回は地獄について考えていることを書

いてみたいと思います。日本人のイメージとして、

私も子どもの頃の記憶から、地獄には閻魔大王とい

う人だか鬼だかがいて、その前で取り調べを受けて

血の池地獄とか針の山に行かされるとか、舌を抜か

れるとか…。主によってあがなわれている私たちは

そんな心配はありませんが、実際に地獄がそういう

場所であったとしたら毎日痛い思いをしながら過ご

すのは嫌だなぁと思います。嫌な思いをするとした

ら旧約聖書のアモス書 8:11に書かれているような

「み言葉の飢饉」は辛いだろうと思います。肉体的

な苦しさと精神的な辛さのどちらも受けたくないと

いう思いは同じです。 

 

 何もすることがないということも辛いことの一つに数えられるでしょ

う。私が結婚してしばらく家内と離れて、家内の家族とインドネシアで

生活していたことがあります。家内はフィリピンの大学で勉強があって

3か月ほど別々に過ごしていたのですが、私はのんびりしているので、

インドネシア語の学校に行くとか現地で日本人を探して情報を得るとか

…何にもしませんでした。起きて犬たちの散歩に行って食べて寝ての繰

り返しの毎日でした。あの時はこんなに暇な時間を過ごすのは一体いつ

以来だろうかと考えたりしましたが、そのうちに日本から送った大量の

プラモデルが船便で到着してようやく時間つぶしができるようになった

のでした。何もすることがないというのは辛いというか虚しいというの

か、どんどん退化していってしまうのではないかという不安と焦りも感

じたものでした。この焦りの占める割合が高くなった時に、何かの行動

に結びつくのではないかと思いますが、そこらへんのところは良く分か

りません。 

 

 今過ごしている世界は天国と地獄が半々だという気がします。明るく

前向きに暮らしている人々がいて、逆に命の危険にさらされながら毎日

おびえて暮らしている人たちがいます。私たちクリスチャンは将来のゴ

ールを約束されているから希望をもって日々の歩みを続けていますが、

そうでない人にとっては今の世の中で道を見失ったらとても苦しい日々

でしょう。この「中間世界」の管理を私たちは任されているのですから

やるべきことは数えきれないほどあります。ストレスが全くなくなると

いうことも今は想像できないし、どこを向いてもストレスにさいなまれ

る毎日ということも想像できません。 

 

 結論を言えば「そんなこと今考えてもどうすることもできない」とい

うことになり、結局は日々の暮らしの中で自分にとって楽しいことを見

い出しながら過ごすのが一番ということになるので

しょうか。(コヘレト 2:24) 

 

さてそんな中、新型コロナウィルスの問題があっ

て日本だけではなく世界中がパニックになっていま

す。この騒動を見て、本当に怖いのは、感染症その

ものではなく、それに動揺する「人の恐れ」ではな

いかと考えています。 

 

 歴史から何も学んでいないと思うのですが、昨

年、巷では、不安からか、オイルショック時と同じ

ような、トイレットペーパーやティッシュペーパー

の買い占めが起きました。咳をする乗客をめぐって、列車や飛行機の中

で争いが起きました。もうマスクは必需品となり、店舗への入退出には

消毒液洗浄が当たり前、なるべく県外へは出かけないようにし、密にな

らないことが常識になってしまいました。とはいうものの 1年以上もこ

んな生活をしているので正直疲れてきたというのも本音です。長野近県

の緊急事態宣言前には相変わらず、というか今の時期はガラガラのはず

の軽井沢が夏場同様の大混雑でしたが、今年に入ってからはようやく国

道も混雑が緩和され、平日ならスーパーも落ち着いて買い物ができる状

況になりました。しかし今までほとんど使われていなかった別荘には夜

になると明かりが点き、「長野県在住です」というステッカーの貼られ

た乗用車も見られるようになりました。現在のところ軽井沢での新型コ

ロナウィルスによる発症者は 50人を下回っています。職場ではまだ具合

が悪くなった方は居ませんが、子どもも職員も細心の注意を払って過ご

しています。 

世界中が恐れを抱いてまるで終末の世の中と感じる人も居るかもしれ

ません。しかしイエス様はこうおっしゃいました。 

 「その日、その時は、だれも知らない。父だけがご存じである。」 

(マルコ 13:32)   (軽井沢に住むルーテル教会員・宇野 仰) 
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